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はじめにはじめにはじめにはじめに    
微小粒子状物質による健康影響を探る際は、

PM2.5のみならず、他の共存汚染物質による個
人曝露量への寄与や健康影響も考慮にいれる必
要があると考える。本疫学研究でも、NO2影響
を考慮に入れた研究計画を立てている。本報で
は、PM2.5個人曝露量測定（予備的調査）と同
時に実施した NO2 個人曝露量等測定結果につ
いて、定点 PM2.5濃度、さらに PM2.5個人曝
露量との関係を中心に報告する。 
対象と方法対象と方法対象と方法対象と方法    
「（１）調査方法に関する検討」でも示した

ように、横浜国立大学の大学院生を対象として
個人曝露量測定を実施した。PM2.5測定と並行
して、アドバンテック東洋製フィルターバッジ
NO2を用いた測定を、PM2.5測定と同じ測定箇
所、測定条件で実施した（24 時間測定、10 日
間）。定点測定に関しても、フィルターバッジ
NO2を用いて測定を行った。 
結果及び考察結果及び考察結果及び考察結果及び考察    
 図 １ に 定 点 に お け る 日 平 均 PM2.5
（FRM-2000）と日平均NO2濃度との関係を示
す。測定期間中の日平均 NO2 濃度は 8.3～

37.8ppb の範囲で、平均は 22.2ppb であった。
両者の相関係数は 0.75と比較的高く、今回の予
備的調査地域では、PM2.5 濃度と NO2濃度と
はほぼ同一の挙動を示すことが示唆された。 
 PM2.5 個人曝露量と NO2個人曝露量に関し
ては、各対象者の相関係数の大きさは-0.50～
0.30となっており、PM2.5曝露濃度が高くとも、
必ずしも NO2 曝露濃度が高いとはいえない傾
向が認められた。また喫煙の有無別も傾向の違
いは認められなかった。図２には測定期間中の
平均濃度を用いた検討結果を示すが、被検者間
でも PM2.5と NO2濃度の個人曝露量間にさほ
ど関係は認められなかった（r=-0.39）。 
今回の調査結果を一般化できるかどうかは不
明であると言わざるを得ないが、共存汚染物質
を含めた定点での濃度パターンと個人曝露量に
は必ずしも類似傾向が認められない場合があり、
健康影響等の結果の解釈には十分注意が必要と
なるものと考える。 
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図１ 定点における PM2.5と NO2濃度との関係   図２ PM2.5とNO2個人曝露量の関係 


